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ｅラーニングを導入した看護師等養成所の 

専任教員養成講習会の実施方法に関する検討会 

開催要綱 

 

１．趣 旨 

   現在、国は、看護師等養成所の専任教員の確保及び質の向上を目的に、「専

任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガイドライン」を示すとともに、

当該ガイドラインに沿って講習会を実施する都道府県等に対して支援を行

っているところ。 

  しかし、専任教員養成講習会については、期間が 8～12 ヵ月であるため、

専任教員になろうとする者が職務を離れて受講することが難しい等の課題

もあり、「今後の看護教員のあり方に関する検討会」報告書（平成 22 年 2

月）においては、このような課題を解決し、専任教員講習会の受講を促進す

るために、ブロック単位での開催やｅラーニングの導入も必要であると提言

された。 

  昨今、ｅラーニングは、PC の性能の向上や個々人への普及、コンテンツ

開発技術の発展により、正規の学校教育から生涯教育まで幅広く活用されて

いる。 

  このような背景を踏まえ、専任教員養成講習会の受講を促進するために、

ｅラーニングを導入した場合の専任教員養成講習会の実施方法について検

討することとする。 

 

２．検討課題 

 １）ｅラーニングを導入した講習会の実施方法について 

 ２）教育効果を上げるための受講生の支援について 

 

３．構成員 

  別 紙 

 

４．運 営 

  厚生労働省医政局長の検討会とする。 

  本検討会の庶務は、厚生労働省医政局看護課で行う。 

  会議は公開とする。  

 

５．開催予定および検討内容 

 第１回  平成 24 年 1 月 ｅラーニングの効果的な活用と課題 

 第２回  平成 24 年 2 月 ｅラーニングで提供する教育内容の範囲 

 第３回  平成 24 年 3 月 ｅラーニングを導入した講習会の運営と受講生の 

 支援について 

 第４回  平成 24 年 4 月 取りまとめ（案）について 
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